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全国統一防火標語

火を消して
不安を消して
つなぐ未来

埼玉県央広域事務組合
埼玉県の中央に位置する、「鴻巣市」「桶川市」「北本市」
の３市から組織されており、消防業務及び斎場業務を行
う地方公共団体（一部事務組合）です。
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助けたい想いがある



　令和₅年度一般会計及び斎場特別会計歳入歳出予算が、₂月17日
に開会された組合議会定例会で可決されましたので、その概要につ
いてお知らせします。� 問合せ　総務課☎048-597-2001

令和₅年度 組合予算の概要

令和４年１１月定例会提出議案 結　 果
専決処分の承認を求めることについて（埼玉県央広域事務組合職員の育児休業等に関する条例及
び埼玉県央広域事務組合職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例） 承　　認

令和₄年度埼玉県央広域事務組合一般会計補正予算（第₃号） 原案可決
令和₄年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計補正予算（第₁号） 原案可決
令和₃年度埼玉県央広域事務組合一般会計決算認定について 認　　定
令和₃年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計決算認定について 認　　定

令和₅年₂月定例会提出議案 結　 果
専決処分の承認を求めることについて（埼玉県央広域事務組合職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例） 承　　認

専決処分の承認を求めることについて（埼玉県央広域事務組合議会の議員報酬及
び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例） 承　　認

埼玉県央広域事務組合個人情報の保護に関する法律施行条例 原案可決
埼玉県央広域事務組合情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例 原案可決
埼玉県央広域事務組合職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例 原案可決
令和₄年度埼玉県央広域事務組合一般会計補正予算（第₄号） 原案可決
令和₄年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計補正予算（第₂号） 原案可決
令和₅年度埼玉県央広域事務組合一般会計予算 原案可決
令和₅年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計予算 原案可決

　令和₄年11月定例会が11月₉日（水）に、
令和₅年₂月定例会が₂月17日（金）に開会
されました。
　提出議案とその結果は、次のとおりです。

問合せ　総務課☎048-597-2001

組合議会（定例会）組合議会（定例会）
の報告の報告
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令和₄年度指定自治会一覧
鴻巣市 下郷地自治会

鴻巣市 宮前自治会・自主防災会

桶川市 朝日一・二丁目自主防災会

北本市 北本２丁目自治会

北本市 西高尾八丁目・高尾チサン自治会

北本市 北本西４地区自治会

　当消防本部は、住宅火災の被害低減を図
るために、住宅用火災警報器の共同購入・
共同設置を実施するとともに、自主防災訓
練に取り組む自治会を「住宅防火推進地区」
として指定しています。
　令和₄年度は₆の自治会
等を新たに指定しました。
　今後も多くの自治会等が
住宅防火推進地区として指
定されるように働きかけを
行ってまいります。

問合せ　予防課☎048-597-2004

「住宅防火推進地区」の指定

国・県支出金（補助金） 3千円（ 0.0%）
使用料及び手数料（行政財産使用料、危険物検査の手数料など） 2,111千円（ 0.0%）
財産収入（各基金の預金利子など） 78千円（ 0.0%）
繰入金（財政調整基金からの繰入金） 330,775千円（ 7.6%）
繰越金（前年度からの繰越金） 6,000千円（ 0.1%）
諸収入など 1,971千円（ 0.1%）
組合債（消防車両整備などで借り入れる地方債） 594,500千円（13.6%）

分担金及び負担金（各組合市からの負担金）
3,443,896千円（78.6%）

消防費
（消防職員の人件費、車両の購入費など消防、救急、救助業務に要する経費）

3,956,323千円（90.4%）

使用料及び手数料
（火葬室や式場の使用料など）
86,434千円（38.9%）

事業費（斎場の維持管理・運営など）
219,301千円（98.7%）

議会費（議員報酬、行政視察の経費など） 9,860千円（0.2%）
総務費（特別職等の人件費、事務機器の経費など組合運営に要する経費） 106,996千円（2.4%）
斎場費（各組合市負担金などを斎場特別会計に繰り出す経費） 134,855千円（3.1%）
公債費（借り入れた組合債の償還に要する経費） 167,300千円（3,8%）
予備費 4,000千円（0.1%）

財産収入（基金の預金利子） 10千円（ 0.0%）
繰入金（一般会計からの繰入金） 134,855千円（60.7%）
繰越金（前年度からの繰越金） 1,000千円（ 0.4%）
諸収入 2千円（ 0.0%） 予備費　3,000千円（1.3%）

歳 入歳 入 歳 出歳 出

歳 入歳 入 歳 出歳 出

当初予算 43億7,933万4千円 一般会計

斎場特別会計 当初予算 2億2,230万1千円
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県 央 ひ ろ ば

　地域住民の皆様の期待に応えることのできる一人前の消防
士になるため、日々、体力・精神力・技術の向上に努めてま
いります。
　精一杯頑張っていきますので、地域住民の皆様、これから
よろしくお願いいたします。
　令和₅年度埼玉県央広域消防本部新規採用職員一同

　埼玉県消防学校屋外訓
練場を会場とし、放水要
領の習得や放水量などの
検証、さらにはコンク
リートミキサー車の事業
者との補水訓練により、
連携強化が図られまし
た。

大規模延焼（強風下）火災を想定した放水訓練及び
コンクリートミキサー車と連携した補水・給水訓練の実施

　全日程₄日間の研修で、
経験豊富な内部講師によ
り、救助活動に必要な基
礎技術及び隊員間の連携
に重点を置いた訓練を行
いました。
　技術の伝承のみならず、
救助隊員としての心構え
も学ぶことができ、実り
ある研修となりました。

令和₄年度救助隊員特別研修

　令和₅年₄月₁日に埼玉県央広域消防本部に採用された₅
名の新人消防職員は、未来を担う消防士としての第一歩とな
る採用時職員研修（約₂週間）を修了しました。

新人消防職員の紹介新人消防職員の紹介

（件）
種別

市別 建物 車両 その他 合計

鴻巣市 18 ６ 11 35

桶川市 10 2 3 15

北本市 8 0 4 12

合　計 36 8 18 62

【火　災】
種別

市別 急病 交通事故 一般負傷 その他 合計
鴻巣市 4,190 371 828 840 6,229
桶川市 2,756 263 567 375 3,961
北本市 2,427 222 552 556 3,757
その他 5 9 1 14 29
合　計 9,378 865 1,948 1,785 13,976

【救　急】 （件） （件）
種別

市別 交通事故 火災 水難 その他 合計
鴻巣市 13 18 3 96 130
桶川市 6 10 3 78 97
北本市 3 4 0 67 74
その他 2 0 0 0 2
合　計 24 32 6 241 303

【救　助】

管内熱中症による救急搬送人数状況

　令和４年の火災件数は前年の65件から３件減少し、62件となっています。
火災原因別に見ると、たばこ、放火の疑いが多く見られます。
　火災を起こさないよう、寝たばこはしない、家の周辺に燃えやすいものを
置かないなど、日常的な火災予防に取り組みましょう。
※令和４年の救急出動件数は、13,976件であり過去最多となっています。

　夏が近づき、気温の上昇する日が続いております。
　昨年₄月から10月までの₇ヶ月間、当消防本部管内で244人（65歳以上が148人）
が暑さによる体調不良（熱中症など）により救急車で搬送されました。
　炎天下でのスポーツや作業はもちろんのこと、屋内でも熱中症にかかる危険性
があります。めまいや吐き気、体のだるさなどがあったら熱中症のサインです。
　また、マスクを着用していると熱がこもりやすく、喉の渇きに気づきにくいこ
とがあります。直ちに水分補給や涼しい場所への移動が重要です。不安を感じた
ならば、救急車を要請してください。
　熱中症の理解のため、埼玉県央広域消防本部ホームページ
　（https://www.ken-o.or.jp/firehead/index.html）をご覧ください。

令和₄年　火災・救急・救助の概要について令和₄年　火災・救急・救助の概要について

熱中症に注意しましょう熱中症に注意しましょう

問合せ　予防課☎048-597-2004 

問合せ　救急課☎048-597-2119

火災原因別件数
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令和４年度実施訓練の紹介令和４年度実施訓練の紹介



県央だより2023年₆月（4）

この印刷物は再生紙を使用しています

鴻巣天神分署建替工事のお知らせ

　今年度から令和６年度末頃までの間、鴻巣天神分署の庁舎建替工事を行
います。
　これまでの庁舎と同じ場所で、消防業務を継続しながら行います。
　工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

◆消防職員を募集します…

◆採用説明会の開催………

◆◆◆ 令和₆年度消防職員募集のお知らせ ◆◆◆

開 催 予 定：令和₅年₇月頃

詳細については、₇月頃、市広報紙、埼玉県央広域消防本部
ホームページ（https://www.ken-o.or.jp/firehead/index.html）
及びツイッター（＠SAITAMA_KENO）にてお知
らせする予定です。

募集受付時期：令和₅年₈月頃
試験予定日：令和₅年₉月頃
採用予定日：令和₆年₄月₁日

問合せ　消防総務課☎048-597-2002

問合せ　消防総務課☎048-597-2002

発行　埼玉県央広域事務組合　〒365-0062　埼玉県鴻巣市箕田1638-1　ホームページアドレスhttps://www.ken-o.or.jp/
編集　事務局総務課　TEL048-597-2001（代表）　FAX048-597-3676

救急「プレ・アライバルコール」の本格運用について救急「プレ・アライバルコール」の本格運用について

NET119緊急通報システム

　埼玉県央広域消防本部では、救急車を必要とする傷病者を速やかに病院などへ搬送することを目的とした「プレ・アライ
バルコール（救急車到着前電話）」を令和₅年₄月₁日から本格運用しました。
　「プレ・アライバルコール」とは、救急隊が現場でスムーズな活動を行い、傷病者を病院に搬送するまでの時間を短縮し、
救急車が現場に到着するまでの間に、情報収集を行うことです。
　119番通報後に、救急隊から通報者や関係者へ折り返しの電話連絡をする場合がありますので、ご理解ご協力をお願いします。

　NET119は聴覚や発話等の障がいにより、音声での緊急通
報が困難な方を対象としたスマートフォンや携帯電話を使っ
て消防へ緊急通報できるサービスです。
　このNET119システムを使用するにあたっては、事前にお
住まいの市役所（鴻巣市、桶川市又は北本市）での登録が必
要となります。

問合せ　救急課☎048-597-2119

③プレ・アライバルコール
（救急車到着前電話）

①119番通報①119番通報 ②出動指令②出動指令

▲プレ・アライバルコールの仕組み

1�．出動中に傷病者の情報（氏名、生年月日、症状等）を事前
に把握することで、早期の病院連絡、搬送に繋がる。
₂�．出動した救急隊から傷病者の状態に応じたアドバイスを
伝えることで、症状の悪化軽減に繋がる。
₃�．出動中に現場を確認することで、経路が明確となり迅速
な現場到着に繋がる。
₄�．出動した救急隊と通話することで、傷病者や通報者等の
不安の軽減、安心の提供に繋がる。

鴻巣市、桶川市、北本市内に在住、在勤または在学されている方で、聴覚や発話の
障害があり、音声による通話が困難な方

プレ・アライバルコールの効果　４つの「繋がる」

利用料：無料

問合せ　指令課☎048-595-1191

登録対象者 【利用者登録が必要！】

119


